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神奈川６区（保土ケ谷区・旭区）
衆議院議員候補

30年間、ほぼ毎日続けてきた駅前の演説。政治家二世や官僚でない私が唯一誇れる「街頭に
育てられた政治家」だという思いです。父は普通のサラリーマンで銀行を辞めて選挙に出たいと
言った時は、烈火のごとく怒りました。母は故郷広島にて生後半年で被爆しました。毎年8月6日
には遠い広島を向き、手を合わせる母の背中を見て育ちました。大学を卒業後、バブル崩壊の中、
地元の銀行に就職しました。中小企業の悲哀、年金暮らしのお年寄りの不安。世の中を政治の力
で明るくしたいと思いました。26歳で母校希望ケ丘高校がある旭区より横浜市会議員に初当選。
以来７期連続当選後、3年前に衆議院議員に当選しました。30年続けてきた朝の駅立ちですが、
温かい声をかけてくださる皆さんに恥じる政治家にだけはなるまいと思います。自民党の「政治と
カネ」の対応も、まだ不十分です。30年続けてきた駅立ちと同じく、「改革に終わりなし」の志で
これからも取り組み続けます。

古川なおき 
プロフィール

・1968 年 8月31日「野菜の日」生まれ
・希望ケ丘高校、明治大学政治経済学部卒業、明治大学公共政策大学院修了
・横浜銀行を経て、旭区より1995 年横浜市会議員 26歳最年少当選
・2021年衆議院議員総選挙にて小選挙区で初当選
・自民党 2027横浜国際園芸博覧会（花博）推進特命委員会 事務局長

公明党推薦

公
認

朝の駅立ち30年、
 改革に終わりなし。
朝の駅立ち30年、
 改革に終わりなし。

FSC®森林認証紙、ノンVOCインキ
（石油系溶剤 0%）を使用し、再生可能 
エネルギー100%で印刷しています。



政治
改革

憲法を
変える

シン・海洋通商
国家へ

自由で開かれた
インド太平洋

相鉄線が
変わる！

地域社会を
守る

GREEN×EXPO
2027 の成功

防災大国
ニッポン

「新生」
自民党

憲法を
守る

国際港湾都市・
横浜

グローバルサウス
との連携

住民視点の
交通政策

こども
まんなか

横浜西部
再開発と再発展

被災者にやさしい
避難所改革

政治改革とは、
政治の “透明化” 改革
政治資金の全面ガラス張りで
「見える政治」を実現。
国民の信頼を取り戻します。

派閥政治の復活はゆるさない
おカネを集め、
おカネを配り、
人事を左右する。
そんな古い派閥政治を
変えていきます。

日本の国富は
グローバル経済にある
成長力ある産業の支援と、
製造業の国内回帰を促し、
再び産業立国として経済を
成長させ、
所得向上をめざします。

中国の軍事的な台頭から
日本を守る
日米同盟を基軸として
日本と日本のシーレーン
（海洋通商路）を防衛し、
エネルギーや食料の
安全保障を強化します。

憲法の４つの変えたいこと
憲法の中に、「自衛隊の明記」
大災害時の「緊急事態条項」
参議院の「合区の解消」
「教育環境の充実」
を追加します。

横浜港を
世界トップクラスの港湾へ
経済効果年５兆円、
市内所得の３割、雇用の３割を
生み出す横浜港の
貨物取扱高をさらに
強化していきます。

日本の技術で世界に貢献する
豊富な資源と人口に
恵まれながら貧困・環境・人権
など問題を抱える、
インドやアフリカ諸国などと
連携を強化します。

憲法の３つの変えないこと
今の憲法の柱である、
「国民主権」
「基本的人権の尊重」
「平和主義」
は絶対変えません。

相鉄線・鶴ヶ峰連続立体交差
事業の早期完成をめざす
政府与党として、しっかりと
国の予算を配分し、
現場の声を聴きながら
一日も早い完成を実現します。

持続可能な交通網の整備
国費の投入で鴨居上飯田線の
早期建設を進め、幹線道路の
渋滞を緩和します。
また、高齢者が移動しやすい
交通網を維持するために、
路線バスの便数減少を防ぎます。

テーマ「幸せを創る明日の風景」
を横浜から
「自然との調和」や
「緑や農による共存」を
尊重するコミュニティを
横浜から全国に波及させ、
環境にやさしい日本を作ります。

防災省（防災庁）設立の実現
激甚化する自然災害や
首都直下地震・南海トラフ
巨大地震等に備えるために、
国の防災政策を一元化します。

人生100 年時代
超高齢社会でも孤立させない
高齢者の独居世帯・老老世帯
への一元的な政府の支援を
推進します。
町内会や老人会など地域の
つながりをサポートします。

花博会場の有効活用
東名高速と旧上瀬谷通信施設
跡地を直結させる ICを整備し、
物流倉庫やテーマパークの
開業で、横浜市西部に
新たな雇用と経済効果を
生み出します。

イタリア・台湾に学ぶ
防災意識の高い保土ケ谷区・
旭区の現場の声を聴きながら、
設備の抜本的な改善で、
世界標準レベルの避難所を
目指します。

子育てが人生の負担に
ならない社会へ
こどもの医療費や出産費、
そして教育の無償化で
こどもたちが笑顔で元気な
社会をつくります。

朝の駅立ち30年、改革に終わりなし。


